
１．支援先

（1）世界の子どもたちの笑顔を応援します

小計

①組・寺院等への海外支援助成金

支援金：1団体につき10万円

1,300,000

0

2,000,000

（2）子どもたちの居場所づくりを応援します

小計

6,000,000

小計

1,500,000

7,500,000

支援金 小計

①-1.本派加盟施設在園者 10,000 5,650,000

①-2.本派加盟施設卒園支援金 20,000 1,000,000

②本願寺ウィスタリアガーデン入所者 10,000 350,000

7,000,000

35

②これまでの母子生活支援施設「本願寺ウィスタリアガーデン」への支援実績は、

　子ども(0歳児～高校3年生)延べ109人へ109万円支援（※1人につき1万円支援）

（3）施設で暮らす子どもたちの笑顔を応援します

合計額

①これまでの本派全国児童養護施設連絡協議会加盟施設への支援実績は、延べ2,900名へ3,358万円支援。

　（※在園者1人につき1万円、卒園者は卒園支援金2万円を加え1人につき合計３万円支援）

第６次支援概算

【2024年2月～2025年1月の募金分】

①「子ども食堂」活動助成金

支援金：1団体につき10万円

申請想定数

60

①これまでの組・寺院等への海外支援助成金の実績は、延べ33団体330万円支援。（※1団体につき10万円支援）

　　＜第1次：7団体、第2次：6団体、第3次：6団体、第4次：7団体、第5次：7団体＞

②ネパールへの支援（シュリー・シラデヴィ小学校、ニンマ・パリュル仏教学校）

申請想定数

7
700,000

②これまでのネパールへの支援実績は、セティデビ中学校(食堂・塀・校門等)へ550万円、

　カリカサラン中学校(水道設備・食堂・塀・校門)へ約670万円、コダリ中学校(教室二棟建て替え)へ約530万円、

　シュリー・シラデヴィ小学校(教室一棟建て替え)へ約400万円、合計約2,150万円支援。

③その他、必要に応じた海外への支援

③これまでの「その他必要に応じた海外への支援」の実績は、2022年にウクライナの子どもたち、

　2024年にパレスチナ（特にガザ地区）の子どもたちへの支援のため、日本ユニセフ協会の

　「ウクライナ緊急募金」と「ガザ人道危機緊急募金」へそれぞれ1,000万円、合計2,000万円支援。

内容

人数

565

50

合計額

申請想定数

30

合計額

②「学習支援等」活動助成金

支援金：1団体につき5万円

①これまでの「子ども食堂」活動助成金の実績は、延べ193団体1,800万円支援

　（※1団体につき第1次：5万円、第2～5次：10万円支援）

　　＜第1次：26団体、第2次：31団体、第3次：35団体、第4次：45団体、第5次：56団体＞

②これまでの「学習支援等」活動助成金の実績は、延べ87団体423万円支援

　（※1団体につき第1次：3万円、第2～5次：5万円支援）

　　＜第1次：6団体、第2次：15団体、第3次：19団体、第4次：20団体、第5次：27団体＞



小計

300,000

140,000

660,000

950,000

450,000

2,500,000

小計

3,643,141

【支出】

②支出合計 ¥22,643,141

¥4,017預金利息

¥22,643,141①収入合計

¥2,500,000

¥7,000,000

¥7,500,000

¥2,000,000
1.支援先

(1)世界の子どもたちの笑顔を応援します

2.諸費（事務費・振込手数料等）

1.支援先

(3)施設に暮らす子どもたちの笑顔を応援します

1.支援先

(2)子どもたちの居場所づくりを応援します

3.繰越支援金 ¥3,643,141

２．諸費（事務費・振込手数料等）

合計額

内容

¥4,558,305

①手数料（募金納入にかかるもの）

②手数料（支援先等への振込にかかるもの）

以　　上

第5次支援よりの繰越金

【収入】

③キャッシュレス募金サイト運営費

④募金広報費（振込用紙『宗報』綴り込み経費など）

¥18,080,819第6回集計分 募金総額

３．繰越支援金

⑤その他諸費（※サイト変更、脆弱性診断等、必要に応じて支出する）

※上記1～2支援金等が予算超過した場合や、その他支援を行う場合は、3.繰越支援金より支出する。

繰越支援金

内容

　なお、上記の他へ支援を行う場合は次回以降の募金管理委員会にお諮りし協議いただく。


